
「令和６年度第４回境港市みんなでまちづくり推進会議」会議録 

 

【日 時】令和６年８月７日（水）18:30 ～ 20:30 

【場 所】境港市保健相談センター 講堂 

【出席者】松本幸永（会長）、三原真由美（副会長）、足立勲、遠藤緑、 

松田真二、宮本剛志、安原真弓、吉田明広（８名・敬称略） 

【欠席者】池渕匠、河岡雅、舛岡彩子、丸山誉覚（４名・敬称略） 

【傍聴者】なし 

【事務局】小川博史（総合政策課長） 

立花順平（総合政策課長補佐兼政策企画係長） 

安達麻優子（総合政策課政策企画係主事） 

 

【日 程】１ 開  会 

２ 境港市市民活動推進補助金審査 

  (1)一般社団法人 EDA 

３ 第９期取組テーマについての協議 

４ 閉  会 

 

１ 開会 

〔会長〕 

皆さん、こんばんは。お疲れのところ、お集まりいただき、ありがとうございます。 

これより令和６年第４回目のみんなでまちづくり推進会議を開催します。 

池渕匠、河岡雅、舛岡彩子、丸山誉覚より欠席の連絡をいただいています。 

本日は、これから市民活動推進補助金の審査を行い、そのあと前回会議の振り返りを含

めてテーマに関する協議を行います。 

 

２ 境港市市民活動推進補助金審査 

〔会長〕 

 それでは、さっそく市民活動推進補助金の審査に移りたいと思います。事務局から説明

をお願いします。 

 

〔事務局〕 

 本年度３回目の７月募集では、一般事業に３団体の申請があり、そのうち２団体は継続

事業であったため、前回の会議で書類審査をしていただき、いずれも採択という結果にな

りました。本日の審査会では、残り１団体の「一般社団法人 EDA」の方にお越しいただき、

プレゼンをしていただきます。審査員の皆様には、事前に書類審査をしていただき、お忙

しい中、ありがとうございました。 

事前審査による申請団体の評価点は、お手元の資料のとおりとなりましたので、ご確認

ください。事前の審査では、採択の基準点を満たしています。 

審査表の審査基準を基に、申請書のみでの審査をしていただきましたので、この後行わ



れる申請団体のプレゼン後に得点修正があればそこで修正していただき、審議をしていた

だきたいと思います。 

 

 それでは、本日の審査会の進め方について説明いたします。 

今回申請のあった一般事業の団体について、ヒアリング審査員３名と総合政策課長の計

４名でヒアリング審査を行います。ヒアリング審査員３名については、あらかじめ事務局

の方で、決めさせていただきました委員の方にお願いしたいと思います。 

 

 続きまして、ヒアリング審査の方法について説明いたします。 

最初の５分間で申請団体から申請概要を説明していただきます。その後、残りの 20分間

で質疑応答を行います。質疑応答は、まず皆さまから事前にいただいた質問や意見を踏ま

えて作成した質問表に基づき、申請団体から回答していただきます。その後、追加で質問

がある審査員の方は質問をしてください。なお、質疑の間、ヒアリング審査員以外の方に

は、傍聴をしていただきますようお願いいたします。 

団体のプレゼン終了後に皆様で審議していただきます。そこで、事前にご記入いただい

た審査表の得点とプレゼンを参考にしながら、採択・不採択の決定を行っていただきたい

と思います。なお、各事業とも 30点満点で、６割の 18点が採択の基準点となっています。 

 

それでは、時間となりましたので、審査会を開催いたします。 

ヒアリング審査員の方は、前の席にご移動をお願いいたします。 

時間が押しますと、次の団体の待ち時間が長くなりますので、皆さんの質問も簡潔に行

っていただけたらと思います。 

 

～申請団体 一般社団法人 EDA 入場 ～ 

 

 はじめに、４名の審査員の方を紹介いたします。〈審査員の紹介〉 

まず５分で事業概要の説明を行ってください。残り 30秒の時点で一度アナウンスします

ので、まとめに入ってください。そのあと、委員から事前に質問を伺っておりますので、

そちらについてお答えいただきます。その後、追加の質問があれば、質疑を受けていただ

きます。時間が限られますので、回答は簡潔にお願いします。 

では、お願いします。 

 

<申請団体によるプレゼンテーションの開始> 

◇団体名 一般社団法人 EDA 

・事 業 名：境港全日本大学選抜ゴミ拾い選手権（仮）開催事業 

・事業内容：全国の大学生を境港市に集めて、海岸のゴミ拾いをすることで、地方創生を

促すイベントを開催する。  

・実施時期：令和６年 11月 16日（土）  

・実施場所：境港公共マリーナ付近砂浜 

・対 象 者：全国の大学生、地元ボランティア  



 

〔事務局〕 

それでは、引き続き質疑応答に入ります。まず、お手元にお配りしております質問事項

についてご回答いただきます。それが終わった後に足りないところにつきましては審査員

の方から質問がありますので、そちらに答えていただければと思います。時間の目安は 20

分です。 

 

～質疑応答～ 

 

〔事務局〕 

 以上で質疑応答を終わります。 

 そうしますと、この後に、全員で審議をしますので、審査結果の方につきましてはまた

後日、通知させていただきたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 

 ～申請団体 一般社団法人 EDA 退席～ 

 

〔会長〕 

それでは審議に入りたいと思います。 

先ほどのプレゼンをお聞きになりまして、感じたことなどがあれば発言していただけた

らと思いますが、いかがでしょうか。 

 

 ～審議～ 

  (1)一般社団法人 EDA ・・・採択 

 

〔会長〕 

それでは以上で、市民活動推進補助金の審査を終了します。 

  

＜審査会終了＞ 

 

３ 第９期取組テーマについての協議 

〔会長〕 

 それでは、次第の３について事務局から説明をお願いします。 

 

〔事務局〕 

 机上にお配りしている資料１をご覧ください。こちらは、前回の会議で出た意見の抜粋

とテーマについて整理したものになります。 

 

 ・・・資料１の説明・・・ 

 



本日は、前回の協議結果を踏まえ、テーマの内容や今後の進め方について、より具体的

な話ができればと思っております。説明は以上です。 

 

〔会長〕 

それでは、何かご意見がある方はおられますか。 

 

 ～意見交換～ 

 

〔会長〕 

 それでは、以上で協議を終了します。 

事務局から何か連絡事項がありましたらお願いします。 

 

〔事務局〕 

 次回は 10月頃に今期の取組テーマについての協議を行う予定です。日程等の詳細につい

ては、改めてお知らせいたします。 

また、皆様にお配りした申請書と結果の集計表については、こちらで回収いたしますの

で、そのまま席に置いておいていただければと思います。以上です。 

 

４ 閉会 

〔会長〕 

それでは、以上をもちまして、第４回みんなでまちづくり推進会議を終了します。委員

の皆様、長時間にわたって審査・協議していただき、ありがとうございました。 

 

＜閉会＞ 


